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1. はじめに

中国では、環境問題への対応や再生可能エネルギーの利

用拡大に向けた取り組みが本格化してきでいる。

笈粉年10月6日、国際エネルギー樹蕎(IFA)は、 '2JJJ7

年のα)2排出量について、中国が61億トンとなり、アメ

リカの57億トンを超えて世界ーになったと発表した。

このような状況のもと、 笈朕奔10月22日〈木}----24日(封、

上海国際展覧センターにて、 「第2回上海国際再生可能エ

ネルギ一大会 ・展示会 (RECE:古田 2討 shanghai

h恒mationalωngrasand E油ibition on R日lewable

Energy) Jが開催された。

主催は中国再生可能エネルギー学会(侃邸)、上海対

外科学側情交流センター (回四C)など中国の関係機関

に加え、国際再生可能エネルギー機関 伺む悶)、欧州、|再

生可能エネルギー機関(回 EC)などが共催している。ま

た、日本の再生可能エネルギー協議会 (JC阻 )と太陽光

発電協会 (JP臥 )も協力団体となっている。なお、日本

での担当は中国上海国際展示会日本事務局である。

会議は「長城国際再生可能エネルギーフォーラム

(GWR町、 :G質成WallRenewableEnergy Fl町田n笈粉)J 

と称して、 10月23日、 24日の2日間実施され、 1日目は全体

会議、2日目はテーマ別の会議がなされた。

本稿では、会議と展示会にて見聞した中国の再生可能エ

ネルギーへの取り組み伏況を報告する。

写真1. 全体会議開会記

Z 全体会議

全体会議は、展示会場近くの上海虹橋賓館(Rall蜘w

Hotel)にて約笈治名の参加を得て開催された。

上海市科学技術委員会議長のShouZIJ午氏をはじめとす

る来賓4名が挨拶した開会式の後、 EU、国連機関の発表

などを含め8件の講演があり、日本からは、再生可能エネ

ルギー協議会代表の黒川浩助特任教授(東京工業大学)

が、日本の状況について発表された。

2. 1. 再生可能エネルギーに対する中国の施策

笈以拝9月、ニューヨークにて開催された「国連気象変

動サミット」において、胡錦議国家主席は、

①省エネやエネルギー効率の向上に対する取り組みを強

化し、 笈凶年を目処に、単位GDPのα~ 排出量を笈肪年

比にて著しく低下させる。

②再生可能エネルギーと原子力エネルギーの発展に力を

入れ、笈凶戸干ーまで、にエネルギー消費の15%を非化石エネル

ギ-，こする事を目指す。 などの表明をされたが、ここに

至るまでには、総針句で着実な歩みがある。

笈以奔1月1日より施行された「再生可能エネルギー法J

は、中国の経済と社会を、持続可能な形で発展させる事を

目的としたもので、再生可能エネルギーの開発と実用化に

つき、価格、税金、開発資金などあらゆる面のサポー トを

積極的に行い、関連産業の育成を図ろうとするものである。

電力会社や石油会社に再生可能エネルギーによる電力や

写真2. 全体会議会場
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写真3. 黒川浩助代表

(再生可能エネルギー協議会)

写真4. Valentin Hollain i効同顧問

(EUROSOIAR) 

写真5. Zong Qiang Mao会長

(中国水素エネルギー協会:C必IE)

側斗を購入する事も求めている。本法によって関連倒f開

発と実用化普及が強力に促進されて来ている。

2007年には、エネルギー開発の第11次5ヵ年計画 (2(問

年'"'"'2010年)ならびに、再生可能エネルギー中長期開発計

画が策定された。また、 別 8年には、再生可能エネルギー

の第11次5ヵ年計画が策定された。そこでは、エネルギー

全体に占める再生可能エネルギーの割合を、2010年には

100/0、笈凶年には15%にすると明記された。 (2005年に中

国協約700/0のエネルギーを石炭に頼ってし 1る。)

第10次5ヵ年計画 (2001年~仰 昨)における、 部3計画

(捌f高度化計画)、 973計画 (戦略的基礎研究計画)の

再生可能エネルギー関連の開発で、は、 1制憲元 (1元は約15

円)を超える支援がなされ、特に風力やバイオマスで、の進

展が大きかった。加 8年の第11次5ヵ年計画に基づく鉛3

計画では、 MW級太陽光発電の開発や 5KW附斗電池の開

発など、より具体的な目標設定に基づく研究開発が地生さ

れている。さらに、以下示すような実用化普及のためのプ

ロジェクトも進行している。

(1) 11儲R市1，αm台」新エネルギー車計画

電気自動車など新エネルギー車普及拡大のため、毎年10

都市を選定して各都市1，α氾台の新エネルギー公共利用車
(パス、タクシ一、郵便車など)を走らせる3年間の実証

プロジェクトで、これにより、 2012年に自動車市場におけ

る新エネルギー車の割合を10%にしようとするものであ

る。 (余談だが、中国の街ではアリの大群のようにオート

パイが走っているが、そのほとんどは電動である。歩行者

優先でない状況に加え、音も無く近づいてくるオー トバイ

に驚かされる事も多い。)

(2) 1 1儲日市1∞，αX)'~TJ 半導体照明計画

LED照明の普及促進を図るプロジェクトで、21都市にて

実施計画が進められている。3年間で6x)万灯をLED照明

にして、ω%の省エネを実見しようとするものである。

(3) 1ゴールドサン(金太陽)Jプロジェク ト

沼紛年7月、今後3年間に計画される大規模太陽光発電の

デモプロジェクトに、印'"'"'70%の補助金を支給することが

決められた。大規模なグリッド顎続を実証するのも目的の

一つである。

以上に述べた多くの開発を支えるものとして、積極的な

国際連携活動も進められている。

2007年11月、科学梯降、と国家発展改革委員会は再生可

能エネルギー・新エネルギーに対する国際揃fT協力計画を

立ち上げた。対象の優先分野として、太陽エネルギー活用

建築、バイオマス、風力発電、水素エネルギー・燃料電池、

天然ガスの弱士野が指定されている。現在は、エネルギー

コストの低減と使いやすさ向上の研究開発に重点をおい

た国隊車携が描隼されている。

2. 2. 再生可能エネルギーに対する投資

本分野に対する投資は全世界から大きな注目を集めて

おり、多数の投資会社が積極的な活動を展開している。

ロ∞億元の大規模風力発電基地建設計画が始まるとか、

太陽光発電を2020年に20'"'"'3∞Wにしようと計画してい
る状況を考えると、この分野への投資は今後急速に増大し

て行く。中国の新エネルギーへの投資は今後1C咋で;4.5兆

元と推定されている。なお、新エネルギー振興計画で、は、

原子力、風力、太陽光による発電を重点分野としている。

3. テーマ別会議

会議2日目には、次に示す7つのテーマに分かれたパラレ

ルセッ、ンョンが、展示会場横の会議室にて開催された。

①太陽光 ②風力 ③水素 ・燃料電池 ④ノくイオマス

⑤上海万博対応⑥台湾の新樹f(]澱資

筆者が参加した、水素 ・燃料電池と上海万博対応の2セ

ッションに加え、風力発電セッションについて報告する。
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写真6.ZhenYan加 19教授

(上海大学)

写真7. HeDexin会長 写真8.XuDing副理事

(上海万博事務協調局)(中国風力エネルギー協会)

3. 1. 水素・ 燃料電泡

清華大学 ZhongQiang ~甘受(上海交通大学 Zi-Feng

b仏教授が代理で発表)は、 α~削減の一般論の中で、安

全性に疑問のあるCω (C紅白n仏抑rreandS回-age)より

もccu(C紅白iIlCa陣rreandU錨ge)栃持の開発に力を入

れるべきであると主張された。また、中国でd淑桝智也自

動車の状況について次のように報告された。

加 鮮に開催された北京オリンヒ。ックでは、 3台の側ヰ

電t也パスと20台の燃料電池乗用車が選手の輸送用に利用
された。オリンヒ。ック終了後、パスは北京の001路線で、笈籾

年7月まで実用に供されていた。また、 16台の乗用車は米

国カリフォルニアにおいて半年間展示されていたQ

中国政府は燃料雷也車開発を更に発展させるため、笈籾

年1月に、車一台当り 25万元を、また笈粉年2月には、パ

ス一台当り 印万元の補助金を支給する旨決定している。

なお、 2010年の上海万博にては、約m 台の鰍ヰ電池車

が稼動する予定である。

産業協I'j;総合研究所など日本の研究機関にもおられた

経験を持つ、上海大学のZhen-Yan~綬は、安価で入

手しやすし刈粉末にyAl幻3を吸着させる事で、水中にお

ける水素発生を、低コスト (NaBH4の1/6)、かっ高効

率 (3.7""'4.8wt%)に行う事が出来ると実証した。この技

術を、携帯用の燃料電池ヰ場株ヰ電池パスに活用するため、

shanghai Al H~ Energy Tahnolqzy出遺産ライン

の建設計画を進めている。

3.2. 風力発電

中国風力エネルギー協会(CWEA冶長のHe政調n氏によ

れば、中国の風力発電の可能量を、陸上:任ゆ"'-'1αrow、

洋上 :1∞~笈rowの計7∞""'1笈泊GWと推定してしも。

鵬 年の発電量は1，笈削Wだったが、 側 年には

伐2必MWの新設がなされて12，15訓 Wと約1備に急速に

初てして来ている。現在、 1∞Wクラスの風力発電器也を、

甘粛省、菊雨量ウイグノレ自治区、河北省など6ヶ所に建設し

て、総計7∞Wの発電をしようとする計画が進められてい
る。

3.3. 上海万博対応

2010年5月1日から10月31日まで開催される上海万国博

覧会は、グリーン万博としてαh排出を、排出枠の購入も
含めトータルで9にする計画である。上海万博事務協調局

は、 笈粉年5月、国連環境計画 (UNEP)と共に、万博グ

リーンガイドラインを発表した。α刷出を、 q漣築、②
国内あ通、⑮砂ト参加者克直、@渉加者活動の各分野に

分け検討しており、 αh削減のために、次のような栃I'jの

活用を計画し建設を進めている。

①太陽エネルギ一、 @漸エネルギ一車③iLED照明、④

緑化、⑤河川利用のヒー トポンプ、⑥ゴミの管理と水の再

利用、⑦屋内温度コントロール、③エコ建築

具体的には、主要パビリオンで4側 Wの太陽光発電を、

また、新エネルギー車を4，157台(ハイブリッド車:1，:IX) 

台、電気自動車:2，661台、側ヰ電池車:196台)稼動させ

る予定となっている。

4 展示会

70社の出展がなされた展示会については、注目すべきも

のとして次の3項目を報告する。

4. 1. 燃料電池自動車

新エネルギー車として、ノ¥イブ、リッド車ノくイオ繋桝車

電気自動車 ・パス燃料電池車の展示がなされていた。

燃料電池車は、北京オリンヒ。ックにて使用されたもの

燃料電池出力:55KW、最高速度 : 1印1Km/h、航束手~

離 :3OOKm)と、 8人乗りカー ト燃料電池出力 :3KW、

倒名:20，側 USD)が展示されてし九
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写真9. 側斗電池乗用車

写真10.燃料電池カート

4.2 家庭用燃料亀池

sharゆ iIiveNew EnergyTah t土より、家庭用劇斗電池
(定格発電容量 :3KW、重量:1301旬、価格:測，α眠)
が出展された。政府の助成措置もあるようだが、普及には

まだ時間がかかりそうである。

写真11.家庭用燃ヰ電池

4.3. 太陽エネルギー

日nnn制 arEnergyグループで、は、 山東省側、|怖に、太

陽エネルギーを中心とした再生可能エネルギー利用の理

想、の町・ソーラバレー(太陽谷)を新規に建設中である。

グループ関車のオフィス、工場、学校、住宅、公園など、

見聞録

すべての施設で、太陽エネルギーを活用した街づくりを推

進している。このような壮大な取り組みを企業が進めてい

るところはさすが中国ならではである。

写真12. 1五nnnグループ。の太陽索νくネル展示

5. おわりに

再生可能エネルギーに関連した中国の樹子や製品は、世

界と充分競合出来るレベルに達していると言えよう。かつ

て日本が50%以上の世界シェアを誇っていた太陽電池の

生産で、中国が世界シェア第1位に成長して来たのもその

現われである。 笈版奔までにα~25%。削減の目標を表明

し、東アジア連携強化を標携する日本は、この分野におい

て、中国との連携をもっと密接にして行く必要が有るので

はなし、かと考えている。基礎研究段階では各種の交流が進

められてはいるが、中国の巨大なマーケットを見た時、応

用研究開発や企業レベルの連携を、早期にかつより積極的

に推進する事が望まれる。

中国で、は環境問題や再生可能エネルギーに対する一般

の関心はまだ高くはなし、。しかし、中国政府の積極的な推

進施策に加え、上海万博における総併句な取り組みが大き

な契機となって、中国におけるこの分野の研究開発や市場

は今後飛躍的に発展して行くものと予想する。

なお、報告した大会と展示会は来年も開催する予定との

事である。
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